ひまわりパーク六本松の近況（取り組み？）について

ひまわりパーク六本松は2012年開所以来、アートを作業の柱と位置づけて取り組んできました。利用者の皆さんの描いた絵を展覧会で発表したり、デザインとして取り込み、アートグッズの制作販売も行っています。事業所のアートグッズの中でもカレンダーは皆さんの絵の魅力を伝えるツールとしても力をいれています。壁掛けカレンダーは毎年、物語をテーマに作成しており、2022年は『ハイジ』を選びました。物語に沿って名場面が毎月展開されます。アルプスの自然や、ハイジや雪ちゃん、クララ。優しい色合いで描かれており、絵本の様な１冊です。10月26日から11月14日まで福岡市植物園温室ギャラリーでダンボールアート展を開催します。カレンダーにあわせてテーマは『ハイジ』です。18メートルの壁面いっぱいに、利用者の皆さんがダンボールに描いたハイジやペーター、花やヤギ、モミの木や家々が広がります。只今、制作の真最中です。矢継ぎ早に「出来ました！」「次は何を描きますか？」という声が飛び交い、職員はそれに応えて走り回っています。会期中にはグループごとに会場を訪れ、自分たちの作品を鑑賞し、園内の散策やスケッチを楽しみます。秋の紅葉も美しく、利用者の皆さんが楽しみにしている恒例行事の一つです。会場ではグッズ販売も行います。絵の魅力と共に来園者にグッズを手に取ってもらえる格好の機会になっています。グッズの目玉のもう一つは卓上カレンダーです。今回のテーマは『ぐるめさんぽ』です。利用者の皆さんに自分が行ってみたい、してみたいレストランやカフェのシェフになったつもりで、おすすめメニューを紹介する楽しい内容になっています。
ひまわりパーク六本松ではコロナ対策として、在宅で絵を描く作業にも取り組んでいます。自宅で描いたスケッチブックを出勤日に持参し職員と一緒に成果や課題を確認しています。保護者の方々の励ましも得て、絵の上達がめざましい方が多くいらっしゃいます。よく描かれている作品を事業所の壁に掲示しており、自分の作品が掲示された方はとても嬉しそうです。また、今年はパラリンピックが開催されたことも影響しているのか、障がい者アートの公募展の数がとても多く、利用者の皆さんは、次々に来る公募展に張り切って応募しています。受賞したい、認められたい、褒められたいという強い思いがモチベーションになり、年齢を重ねても成長を促していく大きな要因になっていることを感じます。ダンボールアート展の後にも展覧会が３つ続きます。大忙しの芸術の秋の到来。全員で元気に臨んでいきたいと思います。
　当事業所は本年11月下旬に現在の六本松２丁目から中央区桜坂１丁目へ移転いたします。移転先現在よりは４割程度広くなるとともに、窓が多くあり、換気がしやすいため新型コロナウィルス等の感染防止の面からも環境の改善が期待されます。事業所を六本松に開所以来、地域の皆さんに長年にわたりお世話になりました。これからも地域へ貢献する事業所づくりに取り組んでまいります。今後ともご支援よろしくお願い申し上げます。
